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サピエ　視覚障害者情報総合ネットワーク

　全国視覚障害者情報提供施設協会理事長／日本ライトハウス情報文化センター館長　竹下亘




私がすすめるこの１冊　My recommended book

Ｎｏ・２　読書工房　成松一郎

　『読み書き障害（ディスレクシア）のある人へのサポート入門』

　　河野俊寛＋平林ルミ 著　読書工房




日本文藝家協会、日本ペンクラブへの働きかけ




国立国会図書館で、「デジタル化資料の全文テキストデータの視覚障害者等への提供に係る確認手続」がはじまりました




Ｂｏｏｋｓがウェブアクセシビリティに対応します




『ＡＢＳＣ準備会レポート』ＴＴＳ対応の電子書籍版を配信します




ご登録はおすみですか？





図表で見る「読書困難者数とバリアフリー本の種類と所蔵数」







そもそも読書が困難な方は日本にどのくらいいるのか。

また、読書困難者が本を読む手段にはどんな方法があるのか。

さまざまな機関でバラバラに調査された情報を精査し、

わかりやすい図表にしてみた。

今後のアクセシブル対応に役立ててほしい。







「読書困難者」の数は、機関によって定義が異なり、まとまった統計が存在しない。そのため、社会福祉法人日本ライトハウス情報文化センターの館長であり、特定非営利活動法人全国視覚障害者情報提供施設協会理事長でもある竹下亘氏に推計していただいたのが、左記の図である。

　２０１８年（平成30年）に発表された厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部『平成28年 生活のしづらさなどに関する調査（全国在宅障害児・者等実態調査）結果』によれば、「障害者手帳所持者」のうち「視覚障害者」は、三一万二〇〇〇人。そのうちの六五歳以上は約七割を占める。

　日本眼科医会では、２００９年『日本における視覚障害の社会的コスト』と題する報告書において、ロービジョンを「よく見える方の眼で、矯正視力が０・１を超えるが、０・５未満」と定義し、２００７年時点でのロービジョンを合わせた視覚障害者を一六四万人と発表している。

　その後、２０１０年頃の改正著作権法で、発達性読み書き障害の方たちも読書困難者であるとされ、さらにマラケシュ条約と読書バリアフリー法により、身体障害により書籍の保持や操作、目の焦点を合わせたり目を動かすことが困難な方たちも加わった。

　下の左右の囲みに例示する四項目の数字は、これらの人たちの推計である。

　これ以外にも、知的障害者や寝たきりの高齢者など「読書困難者」はさらに多いと考えられる。
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障害者手帳を持つ視聴覚障害者　312,000人（厚労省、2018年）

1-2級（全盲・光覚）72.8%　3～6級（弱視）　27.2%

65歳以上　69%（60歳以上77%）※中高年以降の中途視覚障害が過半数

盲ろう者　13,952人（全国盲ろう者協会、2014年）

18歳未満　4,900人



日本眼科医会発表（2009年）の「視覚障害者」　164万人

（良い方の視力0.1以下18.8万人、ロービジョン144.9万人）



2015年度視覚障害の原因疾患に関する全国調査（厚労省研究班、2018年9月）

1位　緑内障　28.6％

2位　網膜色素変性　14.0%

3位　糖尿病網膜症　12.8%

4位　黄斑変性　8.0%



「マラケシュ条約」と「改正著作権法」第37条3項（190101）における「視覚障害その他の障害により視覚による表現の認識が困難な者」

発達性読み書き障害（ディスレクシア）等

「読み書き」に著しく困難のある児童・生徒　小中学校通常学級の2.4%（文部科学省、2012年12月）

マルチメディアデイジー教科書の使用生徒数　10,039人（日本障害者リハビリテーション協会、2018年度）

身体障害により書籍の保持や操作、目の焦点を合わせたり目を動かすことが困難

例えば肢体不自由者中、上肢障害1、2級の人など　391,000人（厚労省、2018年）

例えばALS患者など　10,514人（日本ALS協会、2020年度末）

【参考】マラケシュ条約、改正著作権法、読書バリアフリー法における「視覚障害者等」（2022年11月日本ライトハウス竹下亘氏・作成。人数はすべて推計）

（注）右下の「上肢障害1、2級の人」「ALS患者」は、あくまでも例示であり、このほかにも対象者は多く存在する。]






　読書困難者はどうやって本を読むのか。

　大きな活字で読んだり、点字をさわって読んだり、音で〝読む〟こともある。また、ボランティアの方の支援によって長い間試行錯誤しながら、点字の本やさわる絵本、音声読み上げをしたカセットテープやＣＤなども作られてきた。

　これらのバリアフリー本を手に取るルートも、公共図書館であったり、点字図書館であったり、サピエ図書館であったりとさまざまだが、利用者にとっては、それが購入できるものなのか、あるいは貸出のみのものなのか、はたまた購入も貸出も両方あるものなのかも気になるところ。

　そこで各所のデータをまとめて、編集部でこんな一覧を作成してみた。

　所蔵数は調査結果によりまちまちなので、あくまでも参考数字と思っていただきたい。
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１．おもに触覚を活用する本



点字図書

点字に翻訳（点訳）された本や点字で出版（製版・印刷）された本。

購入も貸出もあり



点訳絵本・点字つきさわる絵本

文章や絵に透明の点字シートを貼った手作りの絵本。この点訳絵本をボランティアとともに長年作っていた岩田美津子さんが、2002年に出版社に呼びかけ、「点字つき絵本の出版と普及を考える会」が発足し、多くの出版社から出るようになった。

購入も貸出もあり



布の絵本

素材に布やフェルト、紐、スナップ、マジックテープ、ボタンなどを使い、外す、はめる、ひっぱる、合わせる、ほどく、結ぶなど、手を動かしながら話を楽しむことができる。手ざわりが優しく、耐久性があるので、図書館で重宝されている。1975年ごろ、北海道のふきのとう文庫が制作をはじめ、その後、全国でボランティア活動が広がった。

購入も貸出もあり



さわる絵本

布や皮、毛糸などの素材を使って製作された、さわって読む絵本。元の絵本を参考にボランティアの方たちが作る本も多い。

購入も貸出もあり



テルミ

手で見る学習絵本雑誌。1983年からと歴史が古く、2カ月に1回発行。定価400円。さわって分かるように発泡印刷という熱で膨らむ特別なインクが使われている。

購入も貸出もあり



公共図書館の所蔵数

点字資料・点訳絵本　234,020(所蔵館数　1,030　平均所蔵数　259)

点字データ　8,980(所蔵館数　55　平均所蔵数　321)

点字つき絵本　35,325（所蔵館数　1,166　平均所蔵数　37)

布の絵本　16,262(所蔵館数　619　平均所蔵数　31) 

さわる絵本　7,070（所蔵館数　624　平均所蔵数　19)

その他のバリアフリー絵本　1,822 （所蔵館数　461　平均所蔵数　8)



点字図書館の所蔵数

点字図書　503,205



サピエ図書館の登録数

点字データ　248,149



２．おもに聴覚を活用する本



音訳図書(録音図書）

あらゆるジャンルの本を音訳し、単に文章を読み上げるだけでなく、図表やイラスト、写真なども聴いて分かるように説明を加えた録音図書。かつてはカセットテープが主だったが、こんにちでは音声デイジーという形式で録音され、CDで貸し出されるほか、インターネット上の「サピエ図書館」でも配されている。

貸出のみ



オーディオブック

通常の本や落語、講演などが基本で、ドラマCDも含むが音楽は含まない。プロの声優が感情豊かに読み上げたものも多い。

購入も貸出もあり



公共図書館の所蔵数

カセットテープ　230,306(所蔵館数　425　平均所蔵数　656)

音声DAISY121,577　(所蔵館数　361　平均所蔵数　367)

その他の障害者向け録音資料　53,835（所蔵館数　256　平均所蔵数　280）



点字図書館の所蔵数

音声DAISY　466,221

カセットテープ　311,629

CD　7,462



サピエ図書館の登録数

音声DAISY　113,468　※シネマDAISY 764を含む



３．おもに視覚を活用する本



拡大写本

ボランティアによって、文字を大きくするだけでなく書体やレイアウトを工夫するなど、読みやすいように書き写された本。かつては手書きが主だったが、今はおもにパソコンで作られている。

貸出のみ



大活字本・大きな文字の本

複数の出版者から発行されている。講談社は2009年から「大きな文字の青い鳥文庫」を発行しているが、底本の文字サイズを10ポイントから22ポイントと大きくし、書体もゴシック体にした。

購入も貸出もあり



手話DVD

出演者が手で話をする映像作品。声で読むバージョンや、字幕の入ったものもある。購入も貸出もあり



公共図書館の所蔵数

拡大写本　8,309(所蔵館数　66　平均所蔵数　185)

大活字本　1,613,091（所蔵館数　1,280　平均所蔵数　1,339)

字幕・手話入り映像資料　9,509(所蔵館数　434　平均所蔵数　40) 

バリアフリーDVD　6,433（所蔵館数　397　平均所蔵数　29)



４．わかりやすさをめざした本



LLブック（エルエルブック）

1960年代にスウェーデンで始まった。知的障害や自閉症のある人、あるいは移民の人にもわかりやすい本として考えられた。ピクトグラムやイラスト、写真を使って表現されている。「やさしく読める」という意味のレットラストというスウェーデン語のつづりのLとLをとってLLと呼ばれる。

購入も貸出もあり



公共図書館の所蔵数

LLブック　16,316（所蔵館数　921　平均所蔵数　20)



５．デジタルの特性をいかした本やアプリ



マルチメディアDASIY図書

読み書き障害のある読者のために画像と音声を同期した図書で、文字サイズや書体を変更したり、縦組みを横組みに変えたり、文字の色や背景色を変えられる。「サピエ図書館」に登録されているほか、伊藤忠記念財団が2011年から製作をはじめた「わいわい文庫」などがある。

購入も貸出もあり



電子書籍

図表や写真・イラストなど視覚的に表現された文字以外の情報も、音声で読み上げられるように、著者や編集者によってあらかじめ説明をテキストで加える動きが始まっている。EPUBなど専用ビューアーが必要。

購入も貸出もあり



読書支援アプリ

スマートフォンやタブレット端末で読めるようにするアプリやソフトウェアが多く出てきた。本の表紙やページをスマホのカメラで撮影し、それを読み上げるアプリなどもあり、読み上げ速度を変えたり、読み上げの声も男性の声や女性の声に変えられるなど、さまざまな機能がある。

アプリのインストール（無料も有料もある）



公共図書館の所蔵数

マルチメディアDAISY　25,687（所蔵館数　297　平均所蔵数　93）

テキストDAISY　60（所蔵館数　24　平均所蔵数　10）

電子書籍　447,371（所蔵館数　173　平均所蔵数　3,637)



点字図書館の所蔵数

マルチメディアDAISY　4,469

テキストDAISY　9,650



サピエ図書館の登録数

マルチメディアDAISY　404

テキストDAISY　13,221]






出典

＊１

ＹｏｕＴｕｂｅ「バリアフリー図書紹介動画」

文字・活字文化推進機構

https://youtu.be/cLdxAiBfbXM

[image: QRコード]


＊２

全国公共図書館 協議会 ２０２１年度

「公立図書館における読書バリアフリーに関する実態調査報告書（訂正版）」

（備考：日本の公共図書館の数は３，３１６館）

＊３

「日本の点字図書館」 令和２年度実態調査視覚障害者情報提供施設83館の調査結果。

（備考：登録者数は８１，８２５人）

＊４

サピエ２０２２年９月現在

（備考：２０２２年９月現在の個人会員数は１９，７２１人）





ＡＢＳＣ ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ０１
株式会社スタジオ・ポット 代表取締役社長　沢辺均氏インタビュー







「パッケージファイルをください」のひとことで

新しい可能性が広がるので、まずは電子書籍の

取り組みをはじめるといいですよ。




[image: 写真　沢辺均氏]


株式会社スタジオ・ポット（ポット出版）代表取締役社長

沢辺　均　SAWABE KIN




［プロフィール］

１９８７年にデザイン事務所を立ち上げ、１９８９年にポット出版を設立。１９９９年、出版社５社で版元ドットコムをつくり、書誌・書影情報のデータベース化、ウエブサイトでの公開、書店・取次など業界各所への自動転送、実売情報のデータベース化などに取り組む。ポット出版における電子書籍の取り組みは、２０００年に.book（ドットブック）での電子書籍出版を皮切りに、２０１２年からは、紙本とＥＰＵＢでの電子書籍の新刊同時発行をはじめる。著書に『電子書籍の制作と販売』（ポット出版）など。







──沢辺さんはオンラインセミナー「出版業界による読書バリアフリー対応のいまとこれから」で、ＴＴＳ（Text to Speechの略。自動音声読み上げのこと）の電子書籍やテキストデータの抽出など、どう対応していいかわからない出版社が多いんじゃないか、という課題を提起してくださいました。今回はそういう出版社に向けて、実務的なお話を聞かせてください。




　紙の本の印刷データは、内製か外注かで作られていると思います。内製型には、大手出版社のように、デザイン会社や組版会社を子会社として抱えている例もあります。

　ポット出版は前者です。内製だから、印刷データは社内で管理されていて再利用しやすいですが、出版社の多くは外注でしょう。印刷用データが外注先にある。最終の印刷データのテキストから電子書籍を作るためには、それを納品してもらう必要があります。そもそも、印刷用データを納品してもらえるのかという不安も聞きますし、さらに納品してもらえば、それを社内で管理するルールを決めておくという課題も出てきます。

──御社ではどのようにデータ管理をされているのでしょう。

　ＮＡＳ（Network Attached Storageの略。ネットワークに接続して使う記憶媒体・ハードディスクのこと）をファイルサーバーとして使っています。単行本ごとに「ＩＳＢＮ＋タイトル名」のフォルダを作って管理しています。データはInDesign（Ａｄｏｂｅ社のＤＴＰソフト。ほとんどの出版物の制作で使われている）で制作して、校了後は印刷用にＸ-１ａエックス・ワンエー規格のＰＤＦデータを印刷所に渡します。

　同時に、InDesignの「パッケージ」で出力したものを一式保存します。「パッケージ」は、InDesignデータだけでなく、ＰＤＦファイル、本文にリンクして貼り込んだイラストや図版を自動的にコピーしてまとめてくれます。ポット出版では、このパッケージを電子書籍制作会社に渡してＥＰＵＢを作ってもらい、紙書籍と同時配信をしています。

「パッケージ」はInDesignに搭載されている機能なので、外注先からデータを取り寄せなければならない場合、「最終データのパッケージファイルを納品してください」と依頼するのがいいと思います。データはＧＩＧＡファイル便など、大容量に対応するファイル転送サービスでやりとりできます。

　これまで電子書籍に取り組んでいない出版社も、この「パッケージ」を納品してもらって、電子書籍制作会社でＥＰＵＢ化するというフローで、新刊の電子書籍制作・販売をはじめるのをお勧めします。既刊をどうするかは、そのあとに考えればいいと思います。

[image: 写真　InDesingのメニュー。ファイル→パッケージを選ぶと、パッケージが自動で作られる。]


──ありがとうございます。多くの出版社は、すべての出版物をアクセシブル対応しなければならないと構えている節があるんですが、ＡＢＳＣ準備会では、これからどうするかを最優先で考えたいんです。

　既刊でも古いものは、データがあるかどうかもわからないし、あったとしても、InDesignやＯＳのバージョンなど、テキストを利用するのに一工夫必要なことも多く、手間も時間もかかります。だから、まずは新刊の電子書籍化からはじめるのがいいでしょう。そうすることで、電子書籍制作・販売のノウハウも獲得できます。

　文字ものの電子書籍は、出版社の売上を拡大します。版元ドットコムの組合員社でもある青弓社は、電子書籍の制作・販売をはじめて、売上が約一〇パーセント上がりました。もちろん、青弓社は専門書版元で、電子図書館への売り込みをがんばったということもありますが、このご時世で売上を一〇パーセント上げるというのは、大変なことです。「パッケージファイルをください」のひとことで新しい可能性が広がるので、まずは電子書籍の取り組みをはじめるといいですよ。

　また、電子書籍を電子書店のビューアー（閲覧用アプリ）からＴＴＳ機能で読み上げてもらえるようにするのが、本をアクセシブルにする第一歩で、もっとも近道でもあると思います。

　電子書店のビューアーのＴＴＳ対応はまだ途上ですけど、ＡＢＳＣ準備会で、電子書店への働きかけをしていけるといいですね。




日本ＤＡＩＳＹコンソーシアム

オンラインセミナー

「出版業界による読書バリアフリー対応のいまとこれから」
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https://www.mojikatsuji.or.jp/news/2022/02/25/5469/

右記のＱＲコード、またはＵＲＬからご覧いただけます。





ＡＢＳＣ ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ０２
国際ＤＡＩＳＹコンソーシアム理事（元会長）、ＮＰＯ法人支援技術開発機構副理事長　河村宏氏インタビュー







インターネットの技術を率先して取り入れ、

すでに決まっている規格だけで組み立て、

独自技術を極力排除する。

それが規格を長持ちさせるコツです。




[image: 写真　河村宏氏]


国際ＤＡＩＳＹコンソーシアム理事（元会長）

ＮＰＯ法人支援技術開発機構副理事長

河村　宏　KAWAMURA HIROSHI




［プロフィール］

１９７０年から１９９７年まで東京大学総合図書館に勤務。（財）日本障害者リハビリテーション協会情報センター長および国立身体障害者リハビリテーションセンター研究所障害福祉研究部長を経て現在にいたる。すべての人が共有する知識と情報のデザインを追及し、情報アクセス権と著作権の調和を目指した活動に取り組む。また、ソーシャルインクルージョンの立場に立ち、障害者・高齢者の災害に対する事前の備えへの情報支援と国際協力に力を注いでいる。

ＩＦＬＡ／ＬＰＤ常任委員、国際リハビリテーション協会ＩＣＴＡ議長、

ＳＣ／ＷＡＩ／Ｗ３Ｃ委員、ＩＳＯ／ＴＣ１４５委員、ＪＩＣＡ障害分野支援委員







──サピエ図書館では、圧倒的に、ＤＡＩＳＹの利用が多いと聞きました。点字本も相当数揃えているのですが、桁が違うくらい利用されています。

でも、出版業界では「ＤＡＩＳＹ」という用語を知らない人も多いのが現実です。「ＤＡＩＳＹ」とは何か、お聞かせいただけますでしょうか。




　ＤＡＩＳＹとはDigital Accessible Information Systemの略で、読書に障害がある人々のために開発されたアクセシブルな電子出版の世界標準の規格です。音声ＤＡＩＳＹやマルチメディアＤＡＩＳＹは、プレイヤーがあって初めて利用することができます。

　点字は指で触って読むものですが、小さいころから訓練しないと、なかなか読めません。脳の構造上、触覚が言語を司るところまで届くには、相当熟達しないとできないんです。

　じつは、私は図書館員だったんです。東京大学総合図書館に司書として勤務していました。１９７７年に石川准さん（社会学者、支援技術開発者で国連障害者権利委員会副委員長などを歴任した視覚障害当事者）が点字で受験して、東大に入学してきたんです。ところが彼が読める本が一冊もない。どう対応すべきか、調査をしました。

　調査を進めるうちに、点字はコンピュータとなじみがいいことに気がつきました。点訳した紙を渡しておしまい、ではなく、コンピュータにデータとして蓄積していき、次の利用者にも使ってもらえるようにする、というレポートを出しました。ところが書いたはいいが、それを実行する人がいない。自分でやるしかなかったんですね。

　点字は六つの点の組み合わせですが、かな文字しかありませんでした。石川さんは学生ですから、レポートを出さないといけない。かなで入力すれば点字として出力されますが、点字のままレポートを出すわけにはいきません。といって、かな文字だらけのものでは読みづらいし、論文の出典には海外の文献もあります。せめてカタカナくらいはほしいから開発して……といったことを二人で試行錯誤していましたね。

　当時、英語ではＴＴＳがありましたが、日本には点字しかありませんでした。図書館の蔵書をもっと自由に提供したいと思い、１９８１年に石川さんと国際図書館連盟の年次大会に行って、点字図書館の分科会で詳しい話を聞かせてもらいました。

[image: 写真　マルチメディアＤＡＩＳＹの操作画面]


[image: 写真　音声ＤＡＩＳＹの再生機、「プレクストークＰＴＲ３」]





──ほかの大学ではどのような対応をしていたんでしょうか。

　視覚に障害を持つ全国の大学生一〇人ほど面談をしましたが、対応が確認できたのはＩＣＵのみでした。そうやって面談した学生さんからは、その後相談を受けることもありましたし、入学してから失明した学生さんからの相談も受けました。

──今は大学には必ず支援する部門がありますが、そういう時代だったんですね。そのご経験がＤＡＩＳＹにつながっていくんですね。

　当時はソニーのウォークマンが世界的に注目を集めていました。カセットテープが全盛で、日本の音響機器の評価も高い頃でした。録音図書のメディアは、将来どうなるのかということを議論しようと思いました。というのは、カセットテープの前にはオープンリールの時代がありましたが、製造中止になって、それまでのオープンリールに録音した図書が使えなくなるという教訓があったんです。一〇年間、カセットとオープンリールの両方に同じものを作らないといけなかった。カセットの次には何がくるのかを日本の産業界に聞くというテーマで、電子技術工業会からパナソニックの人を招いて講演とシンポジウムを開きました。これが、「戦略的な見通しを立てることができた」　と、大変好評でした。

　実際、９０年代になるとデジタル技術を使った録音図書への関心が高くなり、特許競争で各国が開発資金を注ぎ込んで研究開発をはじめていきます。

　そんな中、スウェーデンのソフトウエア会社・ラビリテンがパソコンで作ってパソコンで聞く、検索機能の優れた録音図書を作ります。同じ時期に日本の電子機器メーカー・シナノケンシが素晴らしい圧縮技術を開発しました。当時のパソコンでは、音声データなら三分間程度でハードディスクがいっぱいになってしまいます。これでは録音図書を聞くことはできません。鍵は圧縮技術でした。

　そこで両者の規格を統一し、国際標準規格を作り、それをオープンにするのが望ましいという提案をしました。国際図書館連盟がそれに協力することに合意したのが９５年。翌９６年にはＤＡＩＳＹコンソーシアムが設立されました。

　日本では厚生労働省から三〇〇〇万円の開発資金を出してもらって、プレイヤーのプロトタイプを五〇〇台作りました。これを世界中に提供し、コンテンツはそれぞれの国でパソコンで作ってもらいます。製作ソフトはスウェーデンが提供しました。三〇カ国一〇〇〇人の視覚障害者に実際に使ってもらって調査研究をしています。




[image: 写真　音声ＤＡＩＳＹの再生機で読書する様子]





──その後、ＤＡＩＳＹはどのように普及したのでしょう。

　日本では、９８年、９９年に厚生労働省の補正予算を使って、全国約一〇〇カ所の視覚障害者施設に約五〇〇台のパソコンを配置し、二五八〇タイトルのＤＡＩＳＹを製作しました。さらに八〇〇〇台のプレイヤーも貸し出せるよう手配しました。ＤＡＩＳＹはこの事業で普及したんだと思います。日本のＤＡＩＳＹは、世界で最も早く普及しています。

　当時作ったものは今も使えます。

　今、世界のＤＡＩＳＹは一〇〇万タイトルを超えました。インターネットの技術を率先して取り入れ、すでに決まっている規格だけで組み立て、独自技術を極力排除する。それが規格を長持ちさせるコツです。

　最初のＤＡＩＳＹは音声だけでしたが、音声だけだと、人の名前の綴りを知りたいなどの要望に応えられませんでした。そこで、インターネットの技術でＳＭＩＬ（Synchronized Multimedia Integration Languageの略）という、マルチメディア用の記述言語の仕様を使えばいいんじゃないかと考えました。自分たちだけで作ると、それを管理していかないといけない。そこでＷ３Ｃ（World Wide Web Consortiumの略称。ＷＷＷで用いられる技術の標準化団体）に参加し、音とテキストを同期させるという仕様を作りました。今、どこを読んでいるのかをハイライトする技術です。カラオケでは、歌っているところがハイライト表示されますよね。あのイメージです。テキストだけでなく、イラストなども表示することができます。ディスレクシアや弱視の人からも読みやすいと言われます。障害はさまざまあり、その人の読みやすさに合わせられる技術です。お母さんが文字を指でなぞりながら読み聞かせるのと同じです。注意がそこにいきますから、ＡＤＨＤの子も集中して読むことができます。

──出版業界ではＴＴＳを推進していますが、ＤＡＩＳＹでは合成音声ではなく、肉声なんでしょうか。

　教科書を例に挙げると、小中学校の教科書は肉声、あるいはＴＴＳの場合は校正し、編集した音声を使います。教科書の場合は、間違いがあってはいけないので、読みを「校正」します。

　教科書は間違いを教えるわけにはいきませんが、ＴＴＳは日進月歩です。どういう出版物かによりますが、だんだんＴＴＳでカバーできるものが増えていくことになると思います。

　私たちもすべての漢字を正しく読めているかというと、必ずしもそうではないわけです。それでも、初出の人名などにはルビが振ってありますよね。二度目以降には振っていなくても、Ｗ３Ｃで規定されているＰＬＳ（Pronunciation Lexicon Specification）という発音辞書仕様で記述して組み込むことはできるんです。これを標準化して電子書籍に反映させることは可能です。ＤＡＩＳＹと同じことがＥＰＵＢ３（世界標準の電子書籍の規格）ではできるんです。読みに歪みがありそうなものは、あらかじめ辞書に入れておく。

　私たちはそういう技術的な提案もできますし、それを世界に提案することもできます。

　また現在、デイジー教科書は文字だけでなく、音も校正していますし、ボランティアの人たちにはそのノウハウもあります。もし音の「校正」をしてみたいという出版社の方がいらしたら、ボランティアの人たちも喜んで協力すると思います。

　※河村宏さんにご相談されたい場合は、ＡＢＳＣ準備会宛てにご連絡ください。info-absc@jpo.or.jp




日本ＤＡＩＳＹコンソーシアム
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https://www.normanet.ne.jp/~jdc/







ＤＡＩＳＹのデモがＹｏｕｔｕｂｅで見られます。

[image: QRコード]


https://www.youtube.com/watch?v=Yp9CrBpppPM





サピエ　視覚障害者情報総合ネットワーク

　全国視覚障害者情報提供施設協会理事長／日本ライトハウス情報文化センター館長　竹下亘







視覚障害者等、読書が困難な方々の読書が、ボランティアの方々の奉仕だけで支えられているということは、決して望ましくないし、変えていくべきだと思います。出版や本に関わる皆さんと、視覚障害者等への情報提供を担っている施設団体がお互いに補い合っていけば、必ず変えられると信じています。




[image: 写真　竹下亘氏]


全国視覚障害者情報提供施設協会　理事長

日本ライトハウス情報文化センター　館長

竹下　亘　TAKESHITA WATARU




［プロフィール］

大学で点訳ボランティア活動に取り組んだことをきっかけに、１９８５年、毎日新聞社点字毎日部に就職。１９９３年、日本ライトハウスに転職（情報文化センター勤務）。２０１２年、情報文化センター館長に就任。２０１７年から全国視覚障害者情報提供施設協会理事長に就任。







──まず、サピエ図書館について、お聞かせいただけますか。

　サピエ図書館は、視覚障害者等に向けてさまざまな情報を提供しているインターネット図書館です。

　ウェブアクセシビリティに対応したサピエ図書館のホームページから、全国の点字図書館やボランティア団体、公共図書館等が製作または所蔵する資料のデータベースにアクセスすると、約八〇万タイトルの図書や雑誌を検索できます。加盟施設・団体を通じて登録した個人会員は、全国どこからでも点字データ（約二四万タイトル以上）、音声ＤＡＩＳＹデータ（約一一万タイトル以上）、テキストＤＡＩＳＹやマルチメディアＤＡＩＳＹデータ（約一万タイトル以上）などをダウンロードしたり、貸出依頼したりすることができます。

　ウェブ上で多様な資料を選んで、直接、点字・ＤＡＩＳＹデータを得られるようになり、視覚障害者等の読書の自由が広がりました。

　図書だけでなく、視覚障害者に有用な各種情報の集積・提供も順次進めているので、幅広い情報が得られます。また、アクセシブルな図書の製作に関する支援も行っています。

──紙の本を読むことが困難な読者にとって、重要な役割を持っていますね。サピエ図書館はどのようにしてできたのでしょう。

　１９８８年に日本ＩＢＭが、点字情報を共有するネットワーク「てんやく広場」を作り、全国の点字図書館やボランティア団体に参加を呼びかけたことから、このサピエのネットワークがはじまりました。

　当初は点字図書館、ボランティア団体からの点字図書データのアップとダウンロードからはじまり、後に視覚障害個人の方も、そのデータをダウンロードできるようになりました。

　１９８８年から、国の補正予算で音声ＤＡＩＳＹ図書の国内普及が本格化する中で、２００１年にインターネット化され、２００４年には東京の日本点字図書館と、私の勤める日本ライトハウスで「びぶりおネット」という音声ＤＡＩＳＹのネットワーク配信サービスをはじめたのです。

　そして２００９年に厚生労働省の補正予算が付き、２００９年、２０１０年の二年をかけてサピエ図書館が構築されたということになります。

──サピエ事務局ではどのような業務をされているのでしょうか。

　サピエ図書館は日本点字図書館がシステムを管理し、全国視覚障害者情報提供施設協会が運営を行っています。サピエ事務局は、個人ユーザーの対応と、施設・団体等の利用支援を行っています。例えばＩＤパスワード管理の問い合わせや、図書館の方々からは図書を製作する場合の基準、製作した図書をアップロードするときの手順などについての問い合わせに対応しています。利用者からの画面操作に関する問い合わせも多く、こちらは外部委託しているサポートセンターでお受けしています。

　また、年に一回、サピエ研修会を開き、視覚障害者等の読書環境の現状やサピエの課題、利用拡大に向けて、会員施設・団体と情報共有しています。

　２０２１年現在、サピエ図書館では音声ＤＡＩＳＹのダウンロードやストリーミングが約四〇〇万件と非常に多く利用されています。録音図書の貸出も約一一一万件あります。後者は視覚障害等の方々が点字図書館を通して図書や雑誌を借りている数字で、おもに郵送で対応しています。

　サピエ図書館というと、インターネットのサピエは非常に知られていますが、実際にはこのような図書や雑誌の貸出、電話やメールなどで利用者と図書館員がやりとりしている、こういうサービスも、じつはサピエの柱です。この両方が重要だと思っています。

──「サピエ図書館」の課題にはどのようなことがあると思われますか？

　一つ目は利用登録者がまだまだ少ないということです。現在、障害者手帳を持つ視覚障害の方が約三一万人いますが、全国の点字図書館の利用登録をしている方というのは、約八万人、残り二三万人くらいの方々が利用登録をしていない状況です。その中で、サピエ図書館の利用登録者が約二万人、要は八万人のうちの二万人しか利用していないわけです。もちろん視覚障害の方だからといって、必ずしも点字図書館を利用する必要はありませんが、公共図書館でも（地域によりますが）、利用率の高いところは二〇パーセント台に達しています。

　ところが点字図書館の場合は、ほかにほとんど読書手段がないにもかかわらず、二〇パーセントぐらいの利用しかない、これは非常に残念なことです。

　二つ目は、視覚障害の方の高齢化です。現在は、生まれながら、あるいは小さいころからの視覚障害の方の割合がどんどん減っていて、中高年からの視覚障害（見えにくい・視力低下や視野の狭窄が進んでいる）で困難の中にいる方々が多くなっています。そういう方々ですから、単純に「点字の本・録音の本がありますよ」とご案内してもスムーズに利用には至らない。

　また「インターネットで、サピエ図書館を利用してください」とご案内しても、高齢の方が多いため、機器を使えない方も多いわけです。

　電子書籍を活用している方がいる一方、電子書籍なんて使えない、未だにカセットテープじゃないと聞けないという方が、この八万人の中にいらっしゃって、包括していかなければならない。決してどちらかを切り捨ててはならないわけです。そのため、ひとつの試みとして、今度サピエ向けに対話型ＡＩスピーカーの開発を行い、少しでも敷居を低くし、間口を広げていこうとしています。

　三つ目は、ボランティア活動の課題です。日本の点字図書館が発展したのは、ボランティアがいたからです。ボランティアの方々の養成と活動があって、視覚障害者の方々の読書環境がどんどん発展して今日まできた。しかし、視覚障害等、読書が困難な方々の読書が、ボランティアの方々の奉仕だけで支えられているということは、決して望ましくないし、変えていくべきだと思います。

　点訳・音訳等のボランティア活動の価値は非常に大きなものがありますが、日本の人口構成や社会構成も変わってきて、ボランティアが高齢化し、減少しつつあります。そういう背景もあって、読書バリアフリー法ができて、出版社をはじめ、多くの皆さんがご参加することによって、これから変わっていくことを期待したいですね。

──ボランティアの養成もされておられますか。

　はい、点字図書館にとってボランティア養成（点訳奉仕者・音訳奉仕者等）は根幹となる業務です。

　いま全国の点字図書館には、少なくとも二万人の点訳、録音、電子書籍、対面朗読等のボランティアの方がいます。

　日本で点訳・音訳等の活動がこれほど盛んで、活発に続いてきたというのは、ボランティアの方々のレベルが非常に高いことを証明しています。

　例えば点訳でも、少なくとも半年間に一〇～二〇回の講習を受けて試験を受けた方々、音訳録音ボランティアになると、一年半から二年間講習して、三段階の試験を受けないといけないところもあります。とにかく日本語を正しく読んで、視覚障害者がわかる点字や音声に直す、あるいは図や表や絵などに的確な説明を加える、場合によっては図や絵を描く。音訳の場合も小説類を読むのも非常に高い技術が必要ですが、専門書を読む場合、図や表などの説明などはさらにレベルが高くて、簡単にはいかない。

　だからそういう点訳者・音訳者をしっかり育てることが大変重要だと思います。

　他言語と比較するわけではありませんけど、日本語ってやっぱり非常に奥が深い。

──先ほど挙げられた課題には、サピエ図書館の登録が少ないという話がありました。コンテンツ製作をボランティアの方々に依存しているため、時間がかかっていることも影響があると思われますか。出版業界がご協力することで、早く新刊が利用できることによって、利用者が増える可能性はありますか。

　ご指摘のように点字図書館、サピエ図書館の大きな課題として、ボランティア活動に製作を依拠しているので、新刊はどうしても時間がかかる。

　そのため出版社の方々に、最初からアクセシブルな電子書籍のデータ、テキストデータを出してほしいということが強い願いとしてあるわけです。

　ただ、今後出版社の方々が鋭意努力をして、アクセシブルな電子書籍、もしくはテキストデータを提供するようにされても、すべての本が提供されるのは現実的には難しい。さらに、電子データを合成音声で聴くだけでは理解が難しい視覚的な情報、例えば写真や図表の情報を点訳や音訳の技術で製作・提供するという役割もあると思います。

　そういう意味では、お互いに補い合っていくことが重要だと思います。

──公共図書館との連携はどのように考えていらっしゃいますか。

　はい、公共図書館の中で、明確に視覚障害の方などを対象にした障害者サービスをしているというところが、一割から二割ぐらいです。

　そのサービスを利用している方と点字図書館利用者の重複率は出ていませんが、公共図書館の障害者サービスを利用している方は、情報利用に対してかなり積極的な方だと思います。

　ご自身の選択で、点字図書館も利用しているけれども、公共図書館が近くにあれば、対面朗読を利用したり、地域によっては宅配サービスもあるので、それを利用している。

　公共図書館に視覚障害の方をはじめ読書に困難を持つ方が来られれば、ぜひ積極的に対応していただきたいですね。

　日本は点字図書館が八〇館以上あって、欧米に比べてまちがいなく多いですが、県に一カ所しかない地域も多いんです。

　また、視覚障害で障害者手帳のない方は、無料の郵送貸出は利用できませんので、来館しないと本が借りられない。そういった意味では、やはり最寄りの公共図書館で利用できることが重要だと思います。

──最後に本誌をご覧の皆さん、とくに、出版関係のみなさんにメッセージをいただけますか。

　出版関係のみなさんも、出版事業の維持で本当に大変だと思いますので、ぜひ、私ども視覚障害者等の情報提供をおもに担っている施設団体との情報交換・意見交換・連携を進め、どちらかが主になるというわけではなくて、お互いに補い合っていく形で、読書バリアフリーを進めていきたいと願っています。




サピエ

視覚障害者情報総合ネットワーク

https://sapie.or.jp/cgi-bin/CN1WWW
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「持続可能なシステム」を

出版社の皆さんと話し合いながら

いっしょに構築していくことが、切なる願いです。

読書工房　成松一郎　ICHIRO NARUMATSU










　成松一郎さんは、書籍編集者としていくつかの出版社で仕事をした後、２００４年に有限会社読書工房を立ち上げ、ロービジョン（全盲ではないけれど、さまざまな「見えにくさ」を感じている人たち）や、学習障害・肢体不自由・知的障害などにより、読書や情報入手の困難な人たちをサポートするための出版活動を始めました。そのきっかけは、今から四〇年前、成松さんが朗読ボランティアを行っていた盲学校の高校生が、成松さんの通っていた大学を点字受験したいと希望。しかしその当時は、点字受験そのものが認められないという、理不尽な現実に直面したことにありました。（現在は、その大学も点字受験可能）







──読書工房は、読書サポートに関する出版活動とともに、ロービジョンの人たちを対象にした「大きな文字の本」に取り組まれているそうですね。

　ルーペや拡大読書器を使って読書をしていた人たちに向けて、１９８０年から社会福祉法人埼玉福祉会、１９９６年から株式会社大活字が、おもに公共図書館向けの「大きな文字の本（大活字本）」の出版をはじめ、今ではほとんどの公共図書館に「大活字本コーナー」が設置されるまでになりました。

　しかし、まだ課題がたくさん残されています。

　ここでは、次の二点を挙げておきます。

①大活字本のほとんどが高齢者向けのタイトル

　大活字本の多くは、ミステリー小説や時代小説、エッセイなどをメインに、比較的公共図書館を利用する頻度の高い高齢者を意識したラインナップになっています。

　そのため、ロービジョンの子どもたちが読みたい本がきわめて少ないという現状があります。

②大活字本は少部数による出版のため、割高になり、高定価になってしまう

　公共図書館は比較的予算があるほうですが、学校図書館や、個人による購入がなかなか難しい現状にあります。

　──読書工房では、とくに子ども向けの大きな文字の本の意義を説いていらっしゃいますね。

　視覚障害者の多くが、高齢者で中途障害という現状から、出版事業の中でも、「ロービジョンの子どもたち」への対応については、長らく置き去りになってきた側面があります。しかし、マーケットの論理だけでは、「読書バリアフリー」という社会的な課題を解決することはできません。

　文部科学省が「特別支援教育」や「インクルーシブ教育」といった施策をはじめてから、特別支援学校だけではなく、一般の学校にもたくさんの障害のある子どもたちが在籍しています。

　文部科学省が近年提唱しているＧＩＧＡスクール構想により、電子的なコンテンツは、今後、学校現場に入っていく可能性が高いと思いますが、電子的なコンテンツがすべてアクセシビリティに配慮しているとはいえない状況で、しかも教科書・教材がメインになっている傾向があるようです。

　電子書籍の制作方式は大きく分けて二種類あり、「リフロー型」で制作されている本は文字の拡大や、フォント変更、文字色・背景色の変更などが可能ですが、コミックや雑誌に多い「フィックス型（単純にスキャンしただけのデータ）」の場合、画面全体を拡大して読むことになるので、たとえば行の終わりから次の行の先頭まで移動させるのに、結構手間がかかります。

　また目の状態によっては、まぶしさに弱い特性（「羞明（しゅうめい）」といいます）があり、電子書籍のバックライトを見続けるのが困難な人も少なくありません。

　やはり電子メディアと並行して、「読みやすい本」「わかりやすい本」を学校図書館にも揃えていく必要性が高まっていると感じています。

──「大きな文字の青い鳥文庫」に取り組まれたいきさつは、どんなきっかけでしたか。

　今から一五年ほど前のことです。たまたま私が学生時代ボランティア活動をしていた盲学校を訪問した際、偶然、講談社のデジタルコンテンツ出版部部次長（当時）だった金子和弘さんがいらっしゃいました。じつは、この盲学校は、講談社のすぐ近所にあります。

　金子さんはその頃、社内でオンデマンド出版の事業を立ち上げ、おもに絶版になっている古典的な名著を三種類の文字の大きさから選んで製本し、購入できるサービスをインターネット上で開始されていました。まるでＴシャツのサイズのように、Ｍ（通常）・Ｌ（ちょっと大きめ）・ＬＬ（かなり大きめ）という文字サイズで呼ばれていました。

　そこで私のほうから、大きな文字の児童書の出版が難しいという現状について相談してみたところ、（講談社の）「青い鳥文庫」でやってみると面白いのではという話になったのです。その後、「青い鳥文庫」編集長（当時）の高島恒雄さんにお目にかかることとなり、図書館にある大きな文字の児童書のほとんどが何十年も前に出版されたまま、新刊が出ていないという現状をお伝えしたところ、高島さんは次のようにおっしゃったのです。

「ロービジョンの子どもたちが、青い鳥文庫を読んで、家族や友だちと話ができたらどんなに良いだろう」

　こうして講談社オンデマンドブックス「大きな文字の青い鳥文庫」シリーズがスタートしました。一般書店で委託販売するのは難しいということもあって、まずは、全国七〇校の盲学校の図書館への寄贈事業からスタートしました。そのうちに盲学校以外からも販売してほしいという依頼が多くなり、２０１６年までに一一八タイトル・二二〇冊が刊行されました。

　取次会社を通すとどうしても数十パーセントのマージンが必要となり、ただでさえ高定価なのがさらにコストがかかってしまうので、現在では直販、あるいは書店に直接卸販売するという方式をとっています。

　講談社では、毎年「青い鳥文庫」の愛読者である小学生たちを本社に招待するイベントがあり、人気作家のはやみねかおるさんや宮部みゆきさんも出席されていたのですが、そこで「大きな文字の青い鳥文庫」もＰＲすることになり、ロービジョンの当事者の人に子どもたちの前でスピーチしてもらう機会を作ってもらいました。たいへん貴重な機会をいただいたと、今でも感謝しています。

──今後の出版計画はどうなっていますか。

　以前から青い鳥文庫以外の「大きな文字の本」は出版されないのかという問い合わせを頻繁にいただいておりました。しかし、二次出版の契約となると、前例が少なく、話し合いのテーブルにつくまでにかなりの時間がかかってしまっているのが現状です（講談社の「大きな文字の青い鳥文庫」は、二次出版ではなく、講談社自身の製作・発行です。読書工房は、販売窓口だけを担当しています）。

　現在は、小学館ジュニア文庫と契約を交わすことができ、今春スタートをめざして準備を進めているところです。「大きな文字の青い鳥文庫」に準じて、読みやすいフォント（字游工房の游ゴシック体）と文字サイズ（22ポイント）を使い、総ルビとします。縦組みを基本とし、選書においては、盲学校や図書館へのアンケート結果などを参考にして、当該編集部と相談しました。今後は、小説だけでなく、他のジャンルの本にも挑戦してみたいと思っています。

　ほかにも数社の児童図書・ヤングアダルト図書を出している出版社と、契約に向けた交渉を続けているところです。ただし、図書館自体も予算枠という制約がありますので、大量な点数をいっぺんに出版するわけにはいきません。また、大きな文字の本を出版する側の制作体制にも限界があるので、少しずつ着実に、各社との協力関係と信頼関係を積み重ね、あくまで「持続可能なシステム」を出版社の皆さんと話し合いながらいっしょに構築していくことが、切なる願いです。

──販売先の現状について説明していただけますか。

　大活字本の公共図書館における現状は、特定非営利活動法人全国視覚障害者情報提供施設協会（以下、全視情協）が２０２１年10月に実施した調査によると、回答のあった三一〇館（比較的障害者サービスを実施していると考えられる図書館が抽出されている）のうち三〇〇館が大活字本を所蔵していると回答しています。所蔵タイトルの平均は約二〇〇〇タイトル。そのほとんどが大人向けで、児童書はほぼ「大きな文字の青い鳥文庫」です。

　盲学校は、同じく全視情協アンケートとして六七校に発送し五八校が回答を寄せ、拡大写本と大活字本の所蔵タイトルの平均は四〇九タイトル。盲学校図書館予算の平均は二三万円弱ですが、学校によって、かなりばらつきがあります。また、拡大写本ボランティアはきわめて少なくなっています。

　ただし、自治体（特に市町村）ごとに策定している読書バリアフリー基本計画や、子ども読書推進計画にバリアフリー図書の整備がうたわれており、予算措置へ反映される可能性が高まっています。とくに、拡大教科書をはじめ、ロービジョンの子どもたちへの合理的配慮が進み、盲学校では、大きな文字の本に対するニーズも高まっています。

　じつは、高齢者が子どもの頃に読んだ本をもう一度読みたいというニーズも結構あって、大きな文字の児童書、たとえば『赤毛のアン』や『名探偵ホームズ』といった翻訳物の出版は、個人による購入が増える可能性もあります。

──価格帯が一冊一八〇〇円～二〇〇〇円で、一タイトルが平均二冊になることもあって、底本よりも割高になっていますね。

　たしかに価格の問題がなんといっても大きな壁です。講談社の「大きな文字の青い鳥文庫」はオンデマンド印刷を導入し、読書工房が販売窓口になりコスト削減を図って継続的に出版が実現できた希有な事例です。オンデマンド印刷のさらなるコストパフォーマンスの向上や、販売方法の工夫により、協力出版社が利益を失わないようにしなければ継続できません。

　将来的には「バリアフリー児童書セット」として、「大きな文字の本」だけでなく「ＬＬブック」や「点字つきさわる絵本」「布の絵本」「オーディオブック」「マルチメディアＤＡＩＳＹ図書」などをセット販売するなど、バリアフリー図書のコーナーづくりにつながるような取り組みも試してみたいと考えています。

　また、公共図書館や学校図書館を所轄する部署、あるいは現場の司書や教員の方々への啓蒙活動も必要で、ロービジョンの子どもたちの読書環境が未整備であることを説明し、たとえば日本語を母語としない外国ルーツの子どもたち・大人たちにも、総ルビの大きな文字の本は有用であることなどをアピールして、予算措置を促進していただきたいと願っております。

　大きな文字の本の販売価格は当面、価格設定を「頒価二〇〇〇円＋税」で考えておりますが、そこで制作コストを回収できるようになれば、予算規模がもともと小さい盲学校や特別支援学校には、直接販売限定による割引制度を設けるなど、無理のない範囲で試してみたいと思います。また、各種助成金などの活用も積極的に挑戦したいと考えております。




【出版物紹介】

そんな成松さんがインタビュー当日にお持ちになったのがこの本。
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「読み書き障害」「ディスレクシア」という言葉は聞いたことがあるけれど、実際どのような障害なのでしょうか。その状態や原因、評価の方法、そしてサポートの方法などについて、具体的に解説。とくにタブレットなどＩＣＴを利用する支援方法の解説が充実しています。
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２００４年の創業以来、視覚障害をはじめとするさまざまな立場の人とのコミュニケーションやサポート技術などについて、出版活動を続けている。２００９年創刊以来好評を博している「大きな文字の青い鳥文庫シリーズ」（発行：講談社、発売：読書工房）のほか、「障害のある人へのサポートに関する本」「図書館利用をサポートする本」「さまざまな本に出会うブックガイド」なども出版している。
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日本文藝家協会、日本ペンクラブへの働きかけ

　ＡＢＳＣ準備会では、今後アクセシブルな出版物を推進するにあたって、出版者の皆さまはもちろん、著作権者の皆さまのご理解が欠かせないと考え、著作者団体への働きかけも行っております。

　２０２２年４月11日には日本文藝家協会を訪問し、ＡＢＳＣ準備会の活動について、また出版業界としてアクセシブルな出版物の必要性について説明いたしました。これを受け、協会の会報である『文藝家協会ニュース令和４年（２０２２年）４月号』において、「全面的に支援する立場で臨みたい」とのコメントと合わせて、ＡＢＳＣ準備会が推進するＴＴＳ（Ｔｅｘｔ ｔｏ Ｓｐｅｅｃｈ）への取り組みが掲載されました。

　また、６月11日には日本ペンクラブでオンライン勉強会を開催、活発な意見交換が行われて相互理解を深めることができました。理事会でも好意的に捉えていただき、この勉強会についても、12月上旬発行の会報に掲載されました。

　各出版業界団体でＡＢＳＣに関する説明が必要な著作者団体があれば、準備会宛てにご要望をお寄せください。







国立国会図書館で、「デジタル化資料の全文テキストデータの視覚障害者等への提供に係る確認手続」がはじまりました

　２０２３年３月より、国立国会図書館（以下、ＮＤＬ）のデジタル化資料から、ＯＣＲ（光学文字認識）を用いて全文検索用に作成したテキストデータ（全文テキストデータ）を、視覚障害その他の理由で通常の活字の印刷物の読書が困難な方に提供する予定です。

　ＡＢＳＣ準備会では、ＮＤＬに対してこの取り組みについて出版者へのより広い周知を行ってほしいと要請いたしました。その結果、ＮＤＬでは９月21日、９月30日の二回にわたって出版者向けに説明会を開催しました。

　説明会はすでに終了ずみですが、このサービスや手続きの詳細については、ＮＤＬのウェブサイトに掲載されています。ご確認ください。
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https://www.ndl.go.jp/jp/library/supportvisual/supportvisual-10_textdata.html




ホーム [image: やじるし] 図書館員の方へ [image: やじるし] 障害者サービスを実施する図書館へのサービス [image: やじるし] 視覚障害者等用データ送信サービス [image: やじるし] デジタル化資料の全文テキストデータの視覚障害者等への提供に係る確認手続







Ｂｏｏｋｓがウェブアクセシビリティに対応します

　出版情報登録センター（以下、ＪＰＲＯ）が運営する本の総合カタログサイト「Ｂｏｏｋｓ」（https://books.or.jp）が12月の実証実験を経て、２０２３年１月末より日本工業規格（以下、ＪＩＳ）高齢者・障害者等配慮設計指針に沿った「JIS X 8341-3」のレベルＡに準拠したものに改修されます。デザインや操作性に大きな変更はありませんが、ウェブサイトを音声で読み上げるに際し、現行のウェブサイトで不足しているものを補います。

　また、電子書籍のうちＴＴＳ対応の有無について、ＪＰＲＯで登録できるようになります。ＪＰＲＯに登録されたＴＴＳ対応の電子書籍は、Ｂｏｏｋｓでも表示されるようになります。

　出版者のみなさまにおかれましては、積極的なご登録をよろしくお願いします。







『ＡＢＳＣ準備会レポート』ＴＴＳ対応の電子書籍版を配信します

　本レポートを２０２３年２月１日よりＴＴＳ対応の電子書籍として配信します。必要なかたは、下記にアクセスしてくださるようお願いいたします。

　今後、ＤＡＩＳＹや点字にも対応していく予定で、準備ができ次第、下のページにて入手方法を掲載いたします。
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https://jpo.or.jp/absc/report/ab/







ご登録はおすみですか？

　ＡＢＳＣ準備会では、２０２１年11月１日付で、「読書バリアフリー法に対応する〈ＡＢＳＣ連絡窓口〉設置のお願い」という文書をＪＰＲＯを利用する出版社に対してお送りしております。

　とくにご登録のない場合は、会社の代表者の方宛てに送らせていただきました。

　私どももまだ準備会の段階です。この「ＡＢＳＣ準備会レポート」に記載された内容を、必要に応じて社内で共有してくださるご担当の方がいらっしゃるのであれば、ぜひ連絡窓口としてご登録くださるようお願いいたします。




「読書バリアフリー法に対応する〈ＡＢＳＣ連絡窓口〉設置のお願い」の詳細はこちら。
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https://jpo.or.jp/topics/2021/10/211029.html










ご登録はこちらからお願いいたします。
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info-absc@jpo.or.jp




Ⓒ2023 Japan Publishing Organization for Information Infrastructure Development




本誌の複製をご希望される場合、本文や写真を転載する場合は、ＡＢＳＣ準備会（info-absc@jpo.or.jp）宛てにご連絡下さい。





[image: 裏表紙画像

表紙イラスト・裏表紙イラスト解説

表紙イラスト

点字本

点字で記述された本。点字に翻訳（点訳）された本。



オーディオブック

書籍をナレーターや声優、アナウンサーなどが朗読したもののほか、広義では、落語や講演などの音声コンテンツ全般を指す。



さわる絵本

絵の部分は布や毛糸などの素材を台紙に貼り付けたり、特殊な印刷技術で立体感を持たせたりして、さわって読む本。



電子書籍

書籍やマンガなどを、スマートフォンやタブレット、読書端末など、デジタルデバイスで閲覧できるようにしたコンテンツのこと。



裏表紙イラスト

大活字本

大きな活字で、字間・行間を調整して印刷された本のこと。



DAISY

Digital Accessible Information SYstemの略。読書困難者のために開発されたアクセシブルな電子出版の世界標準の規格のこと。



布絵本

コットンやポリエステル、フェルトなど布でできた絵本。ひもやファスナーなど、とめたり外したりできるものもある。



LLブック

スウェーデン語レットラストの略で、「やさしく読みやすい」の意味。知的障害のある人や、日本語を母語としていない人たちなどにも理解できるよう、工夫された本。



表紙イラストレーション：大野文彰]
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